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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下一対のトレーと、前記トレーの内側に配され、被梱包物品の上下のコーナまたは稜
線部分を受けるクッションと、を具備し、前記クッションには凹部が形成され、該凹部が
前記被梱包物品のコーナまたは稜線部分を受入れる梱包装置であって、
　前記クッションに係合用凹部が形成されるとともに、前記トレーの稜線部分の一部を内
側に折込んで係止部が形成され、該係止部が前記係合用凹部に受入れられて前記クッショ
ンが前記トレーに位置決め固定され、
　前記上下のトレーの外側から締結バンドが掛渡され、該締結バンドによって前記上下の
トレーが前記被梱包物品に対して固定されるとともに、前記トレーの稜線部分の一部を内
側に折込んで形成される前記係止部の外側の凹陥部に前記締結バンドが掛渡されるように
なっており、前記係止部が前記クッションの位置決め固定手段と前記締結バンドの案内手
段とを兼用し、
　前記クッションが段ボールを折曲げて積層した積層体から成り、段ボールの段目の方向
に一方のライナーが連結された半切り線と間欠的に連結部で連結された切断線とを交互に
形成し、前記半切り線と前記切断線のところで交互に山折りと谷折りとによってジクザグ
に折曲げて重ねた積層体によって前記クッションが組立てられ、前記クッションの前記切
断線の連結部上を前記締結バンドが通過することを特徴とする梱包装置。
【請求項２】
　前記上下のトレーの４隅にそれぞれクッションが装着され、前記クッションは被梱包物
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品の上下の４隅のコーナまたは側部の稜線部分をそれぞれ凹部によって受入れることを特
徴とする請求項１に記載の梱包装置。
【請求項３】
　前記トレーが段ボールから形成され、中央の板状部に対してその４辺にそれぞれ側壁が
連設されることを特徴とする請求項１または２に記載の梱包装置。
【請求項４】
　前記係止部が前記トレーの主面を構成する板状部から前記側壁にかけて形成された一対
の切込みを内側に断面Ｌ字状に折曲げた折曲げ部分から構成されることを特徴とする請求
項３に記載の梱包装置。
【請求項５】
　前記係止部を形成する一対の切込みの前記側壁に形成される部分が前記側壁の折曲げ部
分に近接するに従って互いに次第に離間し、前記係止部の上面が前記側壁から離れるに従
って幅が広くなり、この前記係止部の形状に対応して前記係合用凹部は外側よりも奥側の
方が幅が広くなっていることを特徴とする請求項４に記載の梱包装置。
【請求項６】
　前記上下のトレーの側壁から離れた位置にセンタークッションが配され、該センターク
ッションが前記被梱包物の上面または下面を受けることを特徴とする請求項１～５の何れ
かに記載の梱包装置。
【請求項７】
　前記半切り線または前記切断線をまたぐように形成される開口によって前記クッション
の稜線部分に凹部が形成され、該凹部に前記被梱包物品のコーナまたは稜線部分が受入れ
られることを特徴とする請求項１に記載の梱包装置。
【請求項８】
　前記半切り線または前記切断線をまたぐように形成される係合孔と段目の方向の端部に
臨む切込みとを整合させて前記クッションに前記係合用凹部が形成されることを特徴とす
る請求項１に記載の梱包装置。
【請求項９】
　前記クッションの前記係合用凹部が前記クッションの外側部に臨む段部から成り、前記
トレーの係止部が前記トレーの稜線部分の一部分を内側に折込んだ断面Ｌ字状の係止部で
あることを特徴とする請求項１に記載の梱包装置。
【請求項１０】
　前記クッションの切断線に、前記係合用凹部の段目の方向の延長位置に前記連結部が形
成され、該連結部上を前記締結バンドが通過することを特徴とする請求項９に記載の梱包
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は梱包装置に係り、とくにトレーとクッションとによって被梱包物品を梱包する
ようにした梱包装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　精密機器のように外部からの衝撃によって損傷を受け易い物品を物流に供する場合には
、このような精密機器を段ボールケース内に収納するとともに、精密機器と段ボールケー
スとの間に発泡スチロール樹脂の緩衝体を配するようにしている。外部からの衝撃が加わ
った場合には、この衝撃が段ボールケースと精密機器との間に介在されている発泡スチロ
ール樹脂の緩衝体によって吸収されるために、衝撃が精密機器に直接伝達されることがな
く、これによって精密機器が衝撃から保護される。
【０００３】
　発泡スチロール樹脂の緩衝体は高い衝撃吸収能力を有するものの、発泡成形のための金
型を必要とし、それぞれの形状に応じた金型を予め用意する必要がある。従って金型によ
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って成形体のコストが増大することになる。また発泡スチロール樹脂から成る緩衝体はか
さばるばかりでなく、廃棄して焼却する際に黒煙を発生するとともに、高熱を発して焼却
炉を損傷させる可能性がある。
【０００４】
　そこで特開平８－３４４７７号公報、特開平８－２５２８７９号公報、実開平７－４０
５３７号公報等には、段ボールを適用した緩衝体が提案されている。また本願出願人等は
特開２０００－１２８２４９号公報によって、機械によって自動的に組立てることが可能
で、しかも完全なリサイクルが可能な包装用緩衝体を提供することを目的として、段ボー
ルの段目の方向に延びる方向と直角な方向に複数本の切断線を互いにほぼ平行に形成する
とともに、これらの切断線に間欠的にそれぞれ複数の連結部を形成しておき、これによっ
て複数枚の段ボールを互いに折曲げ可能にし、そして切断線のところで交互に山折りと谷
折りとを行なうとともに、段ボール板を互いに接合することによって組立てを行なうよう
にした包装用緩衝体を提案している。
【０００５】
　ところが従来のこの種の包装用緩衝体は、段ボールケースの使用を前提とするものであ
って、包装用緩衝体を外装箱である段ボールケース内に物品を配し、しかもこのような物
品を保護するために、物品と段ボールケースとの間に例えば段ボールを折曲げて成る包装
用緩衝体を配するようにしている。従って梱包装置の部品点数が多く、梱包のコストも増
大することになる。
【特許文献１】特開平８－３４４７７号公報
【特許文献２】特開平８－２５２８７９号公報
【特許文献３】実開平７－４０５３７号公報
【特許文献４】特開２０００－１２８２４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本願発明の課題は、段ボール製の外装箱を必要としないようにした梱包装置を提供する
ことである。
【０００７】
　本願発明の別の課題は、部品点数が少なく、簡潔な構造の梱包装置を提供することであ
る。
【０００８】
　本願発明の別の課題は、部品点数が少なくて簡潔であり、これによって低コスト化が図
られるようにした梱包装置を提供することである。
【０００９】
　本願発明の別の課題は、外装箱を用いることなく、トレーとクッションとによって被梱
包物品を確実に梱包できるようにした梱包装置を提供することである。
【００１０】
　本願発明のさらに別の課題は、段ボール製のトレーとクッションとから成り、しかも外
側に締結バンドを締結して確実に梱包状態を保持できるようにした梱包装置を提供するこ
とである。
【００１１】
　本願発明のさらに別の課題は、クッションを内側に備える上下一対のトレーを締結バン
ドによって確実に締結した状態で被梱包物品を保護できるようにした梱包装置を提供する
ことである。
【００１２】
　本願発明の上記の課題および別の課題は、以下に述べる本願発明の技術的思想およびそ
の実施の形態によって明らかにされる。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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　本願の主要な発明は、上下一対のトレーと、前記トレーの内側に配され、被梱包物品の
上下のコーナまたは稜線部分を受けるクッションと、を具備し、前記クッションには凹部
が形成され、該凹部が前記被梱包物品のコーナまたは稜線部分を受入れる梱包装置であっ
て、
　前記クッションに係合用凹部が形成されるとともに、前記トレーの稜線部分の一部を内
側に折込んで係止部が形成され、該係止部が前記係合用凹部に受入れられて前記クッショ
ンが前記トレーに位置決め固定され、
　前記上下のトレーの外側から締結バンドが掛渡され、該締結バンドによって前記上下の
トレーが前記被梱包物品に対して固定されるとともに、前記トレーの稜線部分の一部を内
側に折込んで形成される前記係止部の外側の凹陥部に前記締結バンドが掛渡されるように
なっており、前記係止部が前記クッションの位置決め固定手段と前記締結バンドの案内手
段とを兼用し、
　前記クッションが段ボールを折曲げて積層した積層体から成り、段ボールの段目の方向
に一方のライナーが連結された半切り線と間欠的に連結部で連結された切断線とを交互に
形成し、前記半切り線と前記切断線のところで交互に山折りと谷折りとによってジクザグ
に折曲げて重ねた積層体によって前記クッションが組立てられ、前記クッションの前記切
断線の連結部上を前記締結バンドが通過することを特徴とする梱包装置に関するものであ
る。
【００１４】
　ここで、前記上下のトレーの４隅にそれぞれクッションが装着され、前記クッションは
被梱包物品の上下の４隅のコーナまたは側部の稜線部分をそれぞれ凹部によって受入れて
よい。また前記トレーが段ボールから形成され、中央の板状部に対してその４辺にそれぞ
れ側壁が連設されてよい。また前記係止部が前記トレーの主面を構成する板状部から前記
側壁にかけて形成された一対の切込みを内側に断面Ｌ字状に折曲げた折曲げ部分から構成
されてよい。また前記係止部を形成する一対の切込みの前記側壁に形成される部分が前記
側壁の折曲げ部分に近接するに従って互いに次第に離間し、前記係止部の上面が前記側壁
から離れるに従って幅が広くなり、この前記係止部の形状に対応して前記係合用凹部は外
側よりも奥側の方が幅が広くなっていてよい。また前記上下のトレーの側壁から離れた位
置にセンタークッションが配され、該センタークッションが前記被梱包物の上面または下
面を受けるようにしてよい。
【００１５】
　また、前記半切り線または前記切断線をまたぐように形成される開口によって前記クッ
ションの稜線部分に凹部が形成され、該凹部に前記被梱包物品のコーナまたは稜線部分が
受入れられてよい。また前記半切り線または前記切断線をまたぐように形成される係合孔
と段目の方向の端部に臨む切込みとを整合させて前記クッションに前記係合用凹部が形成
されてよい。また前記クッションの前記係合用凹部が前記クッションの外側部に臨む段部
から成り、前記トレーの係止部が前記トレーの稜線部分の一部分を内側に折込んだ断面Ｌ
字状の係止部であってよい。また前記クッションの切断線に、前記係合用凹部の段目の方
向の延長位置に前記連結部が形成され、該連結部上を前記締結バンドが通過するようにし
てよい。
【００１６】
　本願発明の好ましい態様は、例えば洗面化粧台等の被梱包物品を、上下一対のトレーと
、これらのトレーの内側に配される段ボールを折畳んで成るクッションとによって梱包す
るようにしたものであって、クッションは、段ボールの段目の方向に一方のライナーが連
結された半切り線と間欠的に連結部で連結された切断線とを交互に形成し、前記半切り線
と前記切断線のところで交互に山折りと谷折りとによってジクザグに折曲げて重ねた積層
体から構成され、しかも前記半切り線または前記切断線をまたぐように形成される開口に
よって前記クッションの稜線部分に凹部が形成され、該凹部に前記被梱包物品のコーナが
受入れられるようにしており、外装箱を用いることなく梱包装置が組立てられるようにな
る。
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【００１７】
　しかも上記段ボールを折曲げて組立てられるクッションには、前記半切り線または前記
切断線をまたぐように形成される係合孔と段目の方向の端部に臨む切込みとを整合させて
前記クッションに前記係合用凹部が形成されるようにし、しかも前記トレーのコーナの一
部分を内側に折込んだ断面がＬ字状の係止部が前記トレーの係合用凹部に係合されるよう
にし、トレーの外側からバンドを締着するとともに、このときにトレーの係止部によって
形成される凹陥部に締結バンドが受入れられるようにし、これによって締結バンドの脱落
やずれを確実に防止している。
【発明の効果】
【００１８】
　本願の主要な発明は、上下一対のトレーと、トレーの内側に配され、被梱包物品の上下
のコーナを受けるクッションと、を具備し、クッションには凹部が形成され、該凹部が被
梱包物品のコーナを受入れるようにしたものである。
【００１９】
　従ってこのような梱包装置によると、上下一対のトレーと、これらのトレーの内側に配
されるクッションとによって梱包装置が組立てられるようになり、梱包装置が外装箱を必
要とせず、これによって梱包材料の使用量が大幅に節約される。しかも被梱包物品が、上
下のトレーと、これらのトレーの内側に配される上下のコーナクッションとによって確実
に保護されることになり、このために被梱包物品がより完全に保護されることになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　図１および図２は、本実施の形態の梱包装置の全体の構成を示しており、ここでは被梱
包物品１０として、洗面化粧台を用いた例を示しており、この洗面化粧台から成る被梱包
物品１０を、上トレー１１と下トレー１２と、下トレー１２の内側に配される下前側クッ
ション１３と、下後側クッション１４と、上トレー１１の内側に配される上前側クッショ
ン１５と、上後側クッション１６とによって構成しており、さらに下トレー１２上には、
上記被梱包物品１０を下から受けるセンタークッション１７（図３１参照）を配するよう
にしている。ここで被梱包物品１０はその内側にクッション１５、１６を配した上トレー
１１とクッション１３、１４を配した下トレー１２とによって梱包し、外側から図２に示
すように締結バンド２０を掛渡して締結して梱包を行なうようにしている。
【００２１】
　図３はこのような梱包装置の特徴部分を示しており、例えば下トレー１２の内側に配さ
れる下前側クッション１３の上面には凹部８８が形成され、この凹部８８によって被梱包
物品１０の下側のコーナの部分を受入れている。しかも下前側クッション１３の下側であ
ってその外側部には係合用凹部８９が形成され、この係合用凹部８９に、下トレー１２の
係止部３８が係合し、これによって下前側クッション１３が下トレー１２の内側に位置決
めされた状態で保持されている。しかも下トレー１２の稜線部分の一部を内側に折込んで
断面がＬ字状の係止部３８を形成している。そしてこのような係止部３８を形成するとき
に下トレー１２の下面の外側部に形成される凹陥部に締結バンド２０を掛渡すようにして
おり、これによって締結バンド２０の幅方向のずれを防止するとともに、締結バンド２０
がトレー１１、１２を介して被梱包物品１０を確実に押えるようにしている。
【００２２】
　次に上下のトレー１１、１２の構造を図４～図６によって説明する。なお上下のトレー
１１、１２は全く同じ構造になっている。上下のトレー１１、１２は、図４に示す段ボー
ルから構成される。この段ボールはその中央部に矩形の板状部２５を備え、この板状部２
５の長辺側と短辺側にそれぞれ折曲げ線２７、２８を介して前後の側壁２９と、左右の側
壁３０とが折曲げ可能に連設されている。また左右の側壁３０の両端には、折曲げ線３１
を介して接合片３２が連設されている。接合片３２はほぼ正方形の形状をなし、図６に示
すように折曲げ線３１のところで直角に折曲げられ、前後の側壁２９の内側に糊付けされ
て接合される。
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【００２３】
　また上下のトレー１１、１２は、左右の側壁３０と板状部２５のコーナの折曲げ線２８
をまたぐように３組の切込み３５、３６、３７がそれぞれ形成されている。これらの切込
み３５、３６、３７はともに左右一対の切込みから構成されている。ここで切込み３５、
３６の間隔は等しくなっているのに対し、背面側の切込み３７はそれらの間の距離が短く
なっている。これら３組の一対ずつの切込み３５、３６、３７によって、図５および図６
に示すように、側壁３０と板状部２５の一部がＬ字状に折曲げられるようになっており、
これによって左右にそれぞれ係止部３８、３９、４０を形成するようにしている。これら
の係止部３８、３９、４０は、後述するクッション１３～１６の係合用凹部と係合され、
これによってクッション１３～１６を位置決めした状態でトレー１１、１２の内側に保持
するようにしている。またこのように係止部３８、３９、４０を形成することによって、
とくに図５に示すように、上下のトレー１１、１２の折曲げ線２８によって形成される稜
線部分にそれぞれ３個所ずつの凹陥部が形成され、このような凹陥部が上述の如く締結バ
ンド２０の位置決め手段として用いられるようになっている（図２、図３参照）。
【００２４】
　次に図７～図１３によって下前側クッション１３の組立てについて説明する。下前側ク
ッション１３は図７に示す段ボールによって組立てられる。この段ボールは、段目の方向
に沿って所定の間隔で交互に半切り線４４と切断線４５とが段目と直交して形成されてお
り、これらの半切り線４４および切断線４５によって、互いに同じ大きさの１２枚の板状
部４６～５７に区画されている。
【００２５】
　ここで板状部４６～５７を形成するために半切り線４４と交互に形成される切断線４５
は、図８に示すように、段ボールの厚み方向の全体を切断する切断線４５を間欠的に連結
する連結部６０を備えている。すなわち互いに背中合わせに配される円弧状の切込み６１
によって切断線４５を遮断して両側の板状部４７、４８を連結している。なお連結部６０
には、後述するようにＵ字状に湾曲させるときに湾曲し易いようにミシン目の切込み６２
が互いに平行に２本形成されている。従って切断線４５のところで板状部４７、４８が互
いに折曲げ可能に連結される。
【００２６】
　一方上記切断線４５と交互に形成される半切り線４４は一方のライナーが切断されたも
のであって、図９に示すように、例えば上側のライナー６５のみを連結した状態にし、中
芯６６、中間のライナー６７、中芯６８、下側のライナー６９を切込みによって切断して
いる。従ってこの場合には、切断されずに残ったライナー６５によって両側の板状部が折
曲げ可能に連結される。
【００２７】
　図７に示すように、板状部４６、４７の間には、半切り線４４をまたぐように開口７１
が形成されている。また板状部４８、４９間には、半切り線４４をまたぐように開口７２
が形成される。また板状部５０、５１間には半切り線４４をまたぐように開口７３が形成
される。また開口７１には、保護板７４が連設される。保護板７４は連結部７５を有する
切断線７６によって開口７１の下側のエッジの部分に折曲げ可能に連設されている。また
保護板７４の先端には一対の係止片７７が連設されている。なお係止片７７の根元側には
ミシン目状切込み７８が形成される。そして上記係止片７７を受入れるように、板状部５
２および５３にはそれぞれ一対の係止孔７９、８０が形成されている。また上記トレー１
２の係止部３９、４０を受入れるために、板状部５４にはその左右にそれぞれ係合孔８１
、８２が形成され、また板状部５５、５６にはその左右にそれぞれ係合孔８３、８４が形
成され、また板状部５７にはその終端に臨むように切込み８５、８６が形成されている。
【００２８】
　図１０は図７に示す段ボールを上記半切り線４４と切断線４５のところで交互にジグザ
グに折曲げてクッション１３を組立てる動作を示しており、ここでは半切り線４４の部分
が山折りされ、切断線４５の部分が谷折りされる。これによって１２枚の板状部４６～５
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７は、図１１および図１２に示すように重合わされ、積重ねられて直方体状の形状になる
。
【００２９】
　このように図７に示す段ボールをジグザグに折曲げることによって、図１１に示すよう
なブロックが形成される。このブロックは、上記開口７１、７２、７３によって凹部８８
が形成される。ここで凹部８８の底面は、保護板７４によって覆われる。すなわち前面側
の板状部４６の開口７１のエッジに連設されている保護板７４を、切断線７６の連結部７
５のところで内側に９０度折曲げるとともに、先端側の係止片７７を板状部５２、５３に
形成された係止孔７９、８０に挿入することによって、保護板７４が凹部８８の上面を覆
うようになり、これによって段ボールの切断面が露出するのが防止され、梱包物品を保護
できるようになる。
【００３０】
　またこのように積重ねられて組立てられた段ボールは、その下面に、図１２に示すよう
に、係合用凹部８９、９０が形成される。すなわち図７に示す係合孔８１、８３および切
込み８５によって、係合用凹部８９が形成される。また係合孔８２、８４および切込み８
６によって、小さな係合用凹部９０が形成される。これらの係合用凹部８９、９０は、上
述のトレー１２の内側に形成される係止部３９、４０を受入れるようにし、これによって
この下前側クッション１３をトレー１２内に装着した状態で位置保持しながら装着状態に
維持するためのものである。
【００３１】
　上記図７に示す段ボールには、段目の方向に延びる切断線９１がこの段ボールの幅方向
の中間部に形成されており、このような切断線９１によって、図１３に示すように下前側
クッション１３がその長さ方向の中間部を中心に２分割される。すなわち図７に示す段ボ
ールを折畳んで図１１および図１２に示すように組立てた後に、切断線９１のところで分
割することによって、左右一対の下前側クッション１３が同時に得られることになる。こ
のような左右一対の下前側クッション１３が下トレー１２の前面側であってその左右にそ
れぞれ取付けられる。
【００３２】
　次に図１４～図１８によって、下後側クッション１４の組立てを説明する。図１４に示
す段ボールは、半切り線４４と切断線４５とを交互に形成することによって、１２枚の板
状部９６～１０７が互いに連結された状態で形成されている。なお半切り線４４および切
断線４５の構成は上記下前側クッション１３のそれと全く同じである。
【００３３】
　ここで板状部９６、９７には、それらの間の半切り線４４をまたぐように左右一対の開
口１１１が形成される。また板状部９８、９９間には、半切り線４４をまたぐように左右
一対の開口１１２が形成される。また板状部１００、１０１間には、半切り線４４をまた
ぐように左右一対の開口１１３が形成される。ここで板状部９６、９７間に形成される開
口１１１には、その下側のエッジの部分に保護板１１４が折曲げ可能に連結される。すな
わち保護板１１４は、連結部１１５を備える切断線１１６によって開口１１１のエッジの
部分に折曲げ可能に連結されるとともに、先端側に一対の係止片１１７を備えている。係
止片１１７の根元側にはミシン目状切込み１１８が形成される。そしてこのような保護板
１１４の係止片１１７を受入れるように、板状部１０２、１０３には、それぞれ係止孔１
１９、１２０が形成される。
【００３４】
　また板状部９６、９７間の開口１１１の両側には、横保護板１３２が連設される。横保
護板１３２は連結部１３３を有する切断線１３４によって折曲げ可能に連結されるように
なっており、しかも横保護板１３２にはその先端部に係止片１３５が形成されている。こ
のような横保護板１３２の係止片１３５を受入れるために、板状部１０２には、係止孔１
３７が形成される。
【００３５】
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　また図１４に示す段ボールには、その板状部１０４に左右一対ずつの係合孔１２１が形
成され、板状部１０５、１０６には、それらの間の切断線４５をまたぐように左右一対ず
つの係合孔１２３が形成される。また板状部１０７の終端側のエッジの部分には左右一対
ずつの切込み１２５が形成されている。これらの係合孔１２１、１２３、切込み１２５に
よって係合用凹部１２９が形成され（図１７参照）、係合用凹部１２９がトレー１２の係
合部３８と係合されるようになっている。
【００３６】
　図１４に示す段ボールは、半切り線４４と切断線４５のところで交互にジグザグに折曲
げることによって、図１５に示すようになる。すなわちこの段ボールは、半切り線４４の
ところが山折になり、切断線４５のところが谷折りになって１２枚の板状体が互いに積重
ねられ、これによって図１６および図１７に示すような直方体状のブロックに組立てられ
ることになる。
【００３７】
　このような積層構造のクッションは、図１６に示すようにその前面側に開口１１１、１
１２、１１３によって左右一対の凹部１２８が形成される。ここで凹部１２８の上面は、
保護板１１４によって保護される。すなわち切断線１１６の連結部１１５のところで保護
板１１４を折曲げるようにし、これによって段ボールの切断端を覆うようにしている。な
お保護板１１４は、その先端側の係止片１１７が板状部１０２、１０３に形成される係止
孔１１９、１２０に挿入係止されるようになっている。また開口１１１の両側の横保護板
１３２が切断線１３４の連結部１３３によって内側に折曲げられるようになっており、先
端側の係止片１３５が板状部１０２の係止孔１３７に挿入係止される。従って凹部１２８
の下面と側面の段ボールの切断端がこれらの保護板１１４、１３２によって保護されるよ
うになり、被梱包物品の保護が確実になる。
【００３８】
　またこのような段ボールのクッションは、図１７に示すように、板状部１０４、１０５
、１０６間、１０７にそれぞれ形成されている係合孔１２１、１２３、切込み１２５によ
って、下面に図１７に示すような係合用凹部１２９が形成される。このような係合用凹部
１２９は、下トレー１２の係止部３８を受入れるようになっており、これによってこのク
ッションをトレー１２内に位置保持するためのものである。
【００３９】
　ここで段ボールには図１４に示すように、段目の方向に３本の切断線１３０が延びて形
成されており、この段ボールをその幅方向に４分割している。このような３本の切断線１
３０によって、図１８に示すように、これらの切断線１３０のところで切断することによ
り、直方体状をなす段ボールの積層体が、４分割されて同時に４つの下後側クッション１
４が得られることになる。すなわちここでは、互いに対称な一対の下後側クッション１４
が２組同時に製作されることになる。
【００４０】
　次に上トレー１１の内側に配される上前側クッション１５について説明する。上前側ク
ッション１５は図１９に示す段ボールによって組立てられる。この段ボールは段目の方向
に沿って交互に形成されている半切り線４４と切断線４５とによって、互いに同じ大きさ
の矩形の１２枚の段ボール１４６～１５７を備えており、これらが互いに折曲げ可能に連
結されている。なお半切り線４４および切断線４５の構成は、上記図９および図８に示す
構成と同じである。
【００４１】
　ここで板状部１４６、１４７には、半切り線４４をまたぐように開口１６１が形成され
、板状部１４８、１４９間には、半切り線４４をまたぐように開口１６２が形成され、ま
た板状部１５０、１５１間には、半切り線４４をまたぐように開口１６３が形成され、板
状部１５２、１５３間には、半切り線４４をまたぐように開口１６４が形成されている。
また板状部１５０、１５１の接合部であってその両側には切込み１６５が形成されている
。切込み１６５は板状部１５１側の方が深くなっている。また板状部１５２、１５３間に
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は、両側に切込み１６６が形成されている。切込み１６６は板状部１５３側の方が深くな
っている。また板状部１５４、１５５間には、切込み１６７が形成されている。また板状
部１５６、１５７間には、その両側に切込み１６８が形成される。
【００４２】
　また板状部１５４にはその両側にそれぞれ係合孔１６９、１７０が形成されている。こ
こで係合孔１６９の方が係合孔１７０よりも大きくなっている。また板状部１５５、１５
６間には、係合孔１７１、１７２が形成されている。ここで係合孔１７１の方が係合孔１
７２よりも大きくなっている。また板状部１５７のエッジの部分には切込み１７３、１７
４が形成されている。ここで切込み１７３の方が切込み１７４よりも大きな寸法になって
いる。
【００４３】
　図１９に示すような段ボールは、上述の半切り線４４と切断線４５のところで交互にジ
グザグに折曲げられるようになっており、図２０に示すように半切り線４４の部分が山折
りに、切断線４５の部分が谷折りに折曲げられ、これによって１２枚の板状部１４６～１
５７は、互いに積重ねられて図２１に示すようになる。ここで上記開口１６１～１６４に
よって前面側に臨むように凹部１７６が形成される。また両側の切込み１６５～１６８に
よって左右にそれぞれ背面側に開放された欠如部１７７が形成される。またその下面には
、上述の係合孔１６９、１７１、切込み１７３によって、寸法が大きな係合用凹部１７８
が図２２のように形成される。また係合孔１７０、１７２、切込み１７４によって、寸法
の小さな係合用凹部１７９が形成される。
【００４４】
　またこのようなクッションは、図１９に示すように、この段ボールの幅方向の左右のほ
ぼ中間部に、段目の方向に延びる切断線１８０が形成されている。このような切断線１８
０によって、図２３に示すように、その長さ方向の中間部を中心として２分割されるよう
になり、これによって同時に互いに左右対称な２つの上前側クッション１５が形成される
ことになる。このような上前側クッション１５は、上トレー１１の内側に装着されるよう
になっており、このクッション１５の下面に形成される係合用凹部１７８、１７９が上述
のトレー１１の係止部３９、４０と係合され、これによって上トレー１１の内側に保持さ
れる。
【００４５】
　次に上後側クッション１６の組立てについて図２４～図２８によって説明する。このよ
うな上後側クッション１６は、図２４に示すような段ボールによって組立てられる。この
段ボールは、半切り線４４と切断線４５とを段目の方向に沿って交互に形成し、これによ
って１２枚の板状部１８６～１９７を備えている。ここで板状部１８６、１８７間には、
半切り線４４をまたぐように左右一対の開口２０１が形成される。また板状部１８８、１
８９間には、半切り線４４をまたぐように左右一対の開口２０２が形成される。また板状
部１９０、１９１間には、半切り線４４をまたぐように左右一対の開口２０３が形成され
る。また板状部１９２、１９３間には、半切り線４４をまたぐように左右一対の開口２０
４が形成される。
【００４６】
　また図２４に示すように、段ボールの板状部１９４には、左右一対ずつの係合孔２０５
が形成される。また板状部１９５、１９６間には、切断線４５をまたぐように左右一対ず
つの係合孔２０６が形成される。また板状部１９７の終端のエッジの部分に臨むように左
右一対ずつの切込み２０７が形成される。
【００４７】
　図２４に示す段ボールは、図２５に示すように交互にジグザグに折曲げられる。すなわ
ち段ボールの半切り線４４の部分が山折りされ、切断線４５の部分が谷折りされる。そし
て１２枚の板状部１８６～１９７を互いに糊付けして接合することにより、図２６および
図２７に示すような直方体状をなすブロックが得られる。このようなブロックは、その上
面に、上記開口２０１～２０４によって凹部２１０が形成される。また下面であってその
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背面側に開口するように、係合孔２０５、２０６、切込み２０７によって４つの係合用凹
部２１１が形成される。なお係合用凹部２１１は、上記トレー１１の内側に形成される係
止部３８と係合するためのものであって、これによってこのクッションを上トレーの内側
に保持するためのものである。
【００４８】
　このようなクッションを組立てる段ボールは、図２４に示すように、その段目の方向に
互いに平行に３本の切断線２１２が形成され、これによってこの段ボールの幅方向に互い
に４分割されるようになっている。従ってこれらの切断線２１２のところで切断すること
によって、このようなクッションは４分割されて同時に４つの上後側クッション１６が得
られるようになり、互いに対称な左右一対の上後側クッション１６が２対同時に得られる
ようになる。このような上後側クッション１６の対は、上記上トレー１１の内側であって
その前側に装着される。
【００４９】
　次にセンタークッション１７の組立てについて図２９～図３１によって説明する。セン
タークッション１７は、図２９に示すような段ボールによって組立てられる。すなわち段
目の方向に細長い段ボールに、段目の方向に交互に半切り線４４と切断線４５とを形成し
、これによって１０枚の板状部２１６～２２５を形成する。これらの板状部２１６～２２
５は、ほぼ正方形の形状をなすとともに、互いに同一の寸法になっている。そして板状部
２１６、２１７間、２１８、２１９間、２２０、２２１間、２２２、２２３間、２２４、
２２５間には、それぞれ５角形の開口２２９、２３０、２３１、２３２、２３３が形成さ
れる。なお５角形の開口２２９の中心部が上記半切り線４４に一致するようになっている
。
【００５０】
　従って図２９に示すような段ボールをジグザグに折曲げるようにし、半切り線４４のと
ころで山折りに、切断線４５のところで谷折りにすると、図３０に示すようになる。この
ときに上記開口２２９～２３３が互いに２つに分割されるように折曲げられ、これによっ
て上面に凹部２３７が形成される（図３１参照）。なお折曲げられた板状部２１６～２２
５は、互いに糊付け等の方法によって接合される。このようなセンタークッション１７は
、上記被梱包物１０の下側において、下トレー１２の内側上面のほぼ中央部に配されるよ
うになり、この被梱包物品１０を下方から支持する。
【００５１】
　図１および図２に示すように、以上のようにしてそれぞれ形成された下前側クッション
１３と下後側クッション１４とを下トレー１２の内側にそれぞれ左右一対ずつ配し、さら
に上前側クッション１５と上後側クッション１６とを上トレー１１の内側に左右一対ずつ
配するようにする。そして例えば洗面化粧台等の被梱包物品１０をその上下から上トレー
１１と下トレー１２とによって挟むようにし、上トレー１１の内側の上前側クッション１
５と上後側クッション１６とによって、この被梱包物品１０の上面のコーナの部分を受け
る。また下トレー１２上の下前側クッション１３と下後側クッション１４とによって、被
梱包物品１０の下部であってその左右の部分をそれぞれ受けるようにする。このような状
態で、図２に示すように、上トレー１１と下トレー１２の外側から締結バンド２０を締結
し、これによって梱包を行なう。このときに締結バンド２０が上トレー１１と下トレー１
２とにそれぞれ係止部３８、３９、４０によって外側に形成される凹陥部に受入れられる
ために、締結バンド２０が確実に上下のトレー１１、１２を介して被梱包物品１０の梱包
を行なうことになる。
【００５２】
　このような梱包装置によると、上下一対のトレー１１、１２と、４種類のクッション１
３～１６あるいは、さらにセンタークッション１７を加えた構成によって、被梱包物品１
０を梱包することができる。とくにこのような梱包装置の特徴は、段ボール製の外装箱を
使わないことであって、これによって段ボールの使用量が大幅に低減する。しかも締結バ
ンド２０以外は総て段ボールから構成されており、リサイクル可能であって、廃棄物公害
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の影響が最小限に抑えられることになる。しかも上下のトレー１１、１２はそれぞれ対応
するクッション１５、１６および１３、１４と組合わせて用いられるようになっているた
めに、高い緩衝効果を発揮する。とくにトレー１１、１２に対して上下のクッション１５
、１６および１３、１４がそれぞれ係止部３８～４０によって結合された構造を採用して
いるために、被梱包物品の重みでトレー１１、１２がゆがんだり変形したりすることがな
く、再利用することが可能になる。
【００５３】
　図３２および図３３は上記トレー１１、１２の変形例を示しており、ここでは係止部３
８、３９、４０を形成するための一対ずつの切込み３５、３６、３７の上下の終端にそれ
ぞれ湾曲部４１、４２を形成している。このような湾曲部４１、４２を形成することによ
って、係止部３８、３９、４０が対応するクッション１３～１６の係合用凹部に係合され
るために内側に折込まれる際に、切込み３５、３６、３７の終端が破断することが防止さ
れ、係止部３８、３９、４０の変形が容易になるとともに、繰返し使用に耐えるような構
造を提供できるようになる。
【００５４】
　次にクッションの変形例を図３４～図３８によって説明する。なおここでは、上後側ク
ッション１６を例に採って説明するが、他のクッション１３～１５にも適用できる変形例
である。
【００５５】
　上後側クッション１６の基本的な構成は、図２４～図２８に示した上記実施の形態のそ
れと基本的に同じである。従って図２４～図２８との相違点のみを説明すると、図３４に
示すように、この実施の形態においては、板状部１８７、１８８間の切断線４５、板状部
１８９、１９０間の切断線４５、板状部１９１、１９２間の切断線４５にそれぞれ上記実
施の形態と同様の連結部６０以外に、４つずつの連結部２４０を形成している。ここで連
結部２４０は、係合孔２０５、２０６、および切込み２０７の中心の段目の方向の延長上
に形成されている。それ以外の構成は上記実施の形態と同様である。
【００５６】
　図３５は図３４に示す段ボールをジグザグに折曲げて重合わせ、糊付けして接合した後
に、切断線２１２のところで４分割した状態を示しており、このときの上側から見た外観
は、上記実施の形態と同様である。そしてこのような４つの分割された上後側クッション
１６の特徴は、図３６に示すように、その下面であって、上記係合孔２０５、２０６およ
び切込み２０７を整合させて形成される係合用凹部２１１の延長上に連結部２４０が位置
することである。すなわち上記実施の形態よりも、上記連結部２４０による底面の連結構
造が強化された特徴をもっている。
【００５７】
　図３７および図３８は、係合用凹部２１１の延長上に連結部２４０が配されたクッショ
ン１６の作用効果を説明するための図面であって、この図面から明らかなように、上トレ
ー１１の内側にこの上後側クッション１６が組合わされるときに、上トレー１１の側壁３
０の一部を内側へ折込んで成る断面Ｌ字状の係止部３８が上記係合用凹部２１１に組合わ
されることになる。そして係止部３８を形成することによって、上トレー１１の稜線部分
に形成される凹陥部に締結バンド２０が掛渡される。
【００５８】
　図３７はこのような締結バンド２０が掛渡された締結構造を上から見た状態を示してお
り、これに対して図３８は、同状態を縦断面によって示したものである。これらの図面か
ら明らかなように、締結バンド２０は係合用凹部２１１の外側の係止部３８によって形成
される凹陥部を挿通するとともに、この締結バンド２０は連結部２４０の上を通過する（
図３７参照）。従ってこのことから、締結バンド２０が通過する部分の上後側クッション
の強度が増大し、これによって締結バンド２０から受ける力によって、上後側クッション
１６が局部的に変形したり崩れたりすることが防止されるようになる。またこのことから
、このようなクッション１６と上トレー１１との組合せが、何回も利用できるようになり
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、梱包装置の再利用が可能になる。なおこのような連結部２４０を付加した構成は、下前
側クッション１３、下後側クッション１４、上前側クッション１５にも適用することが可
能である。
【００５９】
　以上本願発明を図示の実施の形態によって説明したが、本願発明は上記実施の形態によ
って限定されることなく、本願発明の技術的思想の範囲内において各種の変更が可能であ
る。例えば上記実施の形態における被梱包物品１０としては、必ずしも洗面化粧台である
必要はなく、その他各種の被梱包物品の梱包に広く利用することができる。また各クッシ
ョン１３～１６に形成される凹部の形状についても、梱包される物品の形状に応じて凹部
を形成するための開口の形状を変更することによって対応できるようになる。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本願発明は、各種の被梱包物品を梱包して物流に供するのに広く利用することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】梱包装置の構造を示す分解斜視図である。
【図２】同外観斜視図である。
【図３】同要部拡大断面図である。
【図４】トレーの展開平面図である。
【図５】トレーの外観斜視図である。
【図６】トレーの内側の外観斜視図である。
【図７】下前側クッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
【図８】切断線の構造を示す拡大平面図である。
【図９】半切り線の構造を示す拡大断面図である。
【図１０】板状部の折曲げ構造を示す斜視図である。
【図１１】折曲げられた積層体の外観斜視図である。
【図１２】同積層体の裏側の斜視図である。
【図１３】分割された下前側クッションの外観斜視図である。
【図１４】下後側クッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
【図１５】板状体の折曲げ状態を示す外観斜視図である。
【図１６】折曲げられた板状体の積層体の外観斜視図である。
【図１７】同下側の外観斜視図である。
【図１８】分割された下後側クッションの外観斜視図である。
【図１９】上前側クッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
【図２０】板状体の折曲げ状態を示す外観斜視図である。
【図２１】同クッションの積層体の外観斜視図である。
【図２２】同積層体の下側から見た斜視図である。
【図２３】分割された上前側クッションの外観斜視図である。
【図２４】上後側クッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
【図２５】同クッションの組立て動作を示す外観斜視図である。
【図２６】積重ねられて組立てられた上前側クッションの外観斜視図である。
【図２７】同上後側クッションの下側の外観斜視図である。
【図２８】同上後側クッションの分割された状態の外観斜視図である。
【図２９】センタークッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
【図３０】センタークッションの組立ての動作を示す外観斜視図である。
【図３１】組立てられたセンタークッションの外観斜視図である。
【図３２】トレーの変形例を示す展開平面図である。
【図３３】同要部拡大平面図である。
【図３４】変形例の上後側クッションを組立てる段ボールの展開平面図である。
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【図３５】組立てられ２分割された上後側クッションの外観斜視図である。
【図３６】同反対側から見た外観斜視図である。
【図３７】上トレーと組合された上後側クッションの平面図である。
【図３８】上トレーと上後側クッションと締結バンドとの組合わせ構造を示す縦断面図で
ある。
【符号の説明】
【００６２】
　１０　被梱包物品（洗面化粧台）
　１１　上トレー
　１２　下トレー
　１３　下前側クッション
　１４　下後側クッション
　１５　上前側クッション
　１６　上後側クッション
　１７　センタークッション
　２０　締結バンド
　２５　板状部
　２７、２８　折曲げ線
　２９、３０　側壁
　３１　折曲げ線
　３２　接合片
　３５～３７　切込み
　３８～４０　係止部
　４１、４２　湾曲部
　４４　半切り線
　４５　切断線
　４６～５７　板状部
　６０　連結部
　６１　切込み
　６２　ミシン目状切込み
　６５　ライナー
　６６　中芯
　６７　ライナー
　６８　中芯
　６９　ライナー
　７１～７３　開口
　７４　保護板
　７５　連結部
　７６　切断線
　７７　係止片
　７８　ミシン目状切込み
　７９、８０　係止孔
　８１、８２　係合孔
　８３、８４　係合孔
　８５、８６　切込み
　８８　凹部
　８９、９０　係合用凹部
　９１　切断線
　９６～１０７　板状部
　１１１～１１３　開口
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　１１４　保護板
　１１５　連結部
　１１６　切断線
　１１７　係止片
　１１８　ミシン目状切込み
　１１９、１２０　係止孔
　１２１　係合孔
　１２３　係合孔
　１２５　切込み
　１２８　凹部
　１２９　係合用凹部
　１３０　切断線
　１３２　横保護板
　１３３　連結部
　１３４　切断線
　１３５　係止片
　１３７　係止孔
　１４６～１５７　板状部
　１６１～１６４　開口
　１６５～１６８　切込み
　１６９、１７０　係合孔
　１７１、１７２　係合孔
　１７３、１７４　切込み
　１７６　凹部
　１７７　欠如部
　１７８、１７９　係合用凹部
　１８０　切断線
　１８６～１９７　板状部
　２０１～２０４　開口
　２０５、２０６　係合孔
　２０７　切込み
　２１０　凹部
　２１１　係合用凹部
　２１２　切断線
　２１６～２２５　板状部
　２２９～２３３　開口
　２３７　凹部
　２４０　連結部
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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